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　９月２日午前３時ごろに発生した線状降水帯

により、津軽地方を中心に大雨となりました。

町でも、建物などに大きな被害が発生しました。

　大雨の影響で、町内の一部道路が冠水したほ

か、９月25日時点の被害状況では、町内約50戸

の家屋で床上・床下浸水が確認されています。

また、下水処理施設の一部が浸水し、電気系統

の故障によりポンプが使用できなくなったため、

国土交通省に排水ポンプ車の派遣を要請する事

態となりました。

　今回、短時間に大量の雨が降ったことで、町

内の水路が一部氾濫するなどして、家屋の浸水

９月大雨災害９月大雨災害

　「罹災証明書」は住居の被害の「程度」を証
明するもので、「被災証明書」は住居以外の建
物や家具・車などの動産について被害の届け出
があった「事実」を証明するものです。
　これらの証明書は、保険の請求や被災者支
援制度の利用に役立ちます。

連絡先 電話番号

鶴田町役場 総務課 (優先 ) 0173-22-2111

鶴田消防署 0173-22-2131

建物被害状況建物被害状況 （９月25日時点）（９月25日時点）

　床上浸水：10棟

　床下浸水：40棟

　車庫・倉庫浸水：41棟

や道路の冠水につながりました。

　幸い、人命に関わる被害は発生しませんでし

たが、家財、道路など、さまざまなものが被害

を受けました。日頃から災害への備えや避難行

動について確認しておくことが大切です。
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災災証明書 ・被災証明書の発行証明書 ・被災証明書の発行災害時緊急連絡先災害時緊急連絡先
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避難までの流れ避難までの流れ

いざという時の行動と備え
　災害はいつ発生するか分かり
ません。万が一の時に備えて、
対応の手順と連絡先を確認して
おきましょう。

非常時持ち出し袋の確認非常時持ち出し袋の確認

洪水ハザードマップ

　災害が発生したときに、電気やガス、水道、通信などのライフラインが止まってしまう可
能性があります。
　ライフラインが止まっても自力で生活できるよう、普段から備えておくことが大事です。

①日頃から避難の準備に備える

　事前にハザードマップや避難場所・避
難ルート、災害時の家族との連絡方法を
確認しておきましょう。
　また、下で説明している「非常時持ち
出し袋」があるか確認しましょう。

②気象情報を確認する

　気象庁で公表されている「防災気象情報」
には以下の意味が込められています。自主避
難の目安として役立ちます。
・レベル３：�高齢者やお手伝いが必要な方は、

危険な場所から避難
・レベル４：全員が速やかに避難
・レベル５：�命が危険な状況のため、直ちに安

全確保
③避難指示が発令されたら

　避難するときは戸締まりや火の確認を
しましょう。
　避難するときは開設されている避難
所を確認し、「非常時持ち出し袋」を持
参して避難しましょう。

非常時持ち出し袋～避難時、 優先的に持ち出すもの～ 一人ひとりに合わせた備え

□ 水・食品 (最低３日分 )

□ 衣類・下着

□ レインウェア

□ 紐なしのズック靴

□ マッチ・ろうそく 

□ 予備電池・携帯充電器

□ 防災用ヘルメット・防災ずきん

□ 懐中電灯 (手動充電式が便利 )

□ 携帯ラジオ (手動充電式が便利 )

□ 使い捨てカイロ・ブランケット

□ 洗面用具・歯ブラシ・歯磨き粉

□ 救急用品

□ 軍手

□ タオル

□ ペン・ノート

□ 貴重品

□ マスク

□ 手指消毒用アルコール

□ 石けん・ハンドソープ

感染症対策で用意すると良いもの

□ ウェットティッシュ

□ 体温計

子どものための備え
□ �粉ミルク (アレルギ

ー用含む )または液

体ミルク

□ 使い捨て哺乳瓶

□ 離乳食

□ 携帯カトラリー

□ 子ども用紙おむつ

□ お尻ふき

□ 携帯用お尻洗浄機

□ ネックライト

□ 抱っこひも

□ 子どもの靴

高齢者のための備え

□ �大人用紙パンツ

□ 杖

□ 補聴器

□ 介護食

□ �入れ歯・入れ歯用洗

浄機

□ �給水パッド

□ �デリケートゾーンの

洗浄剤

□ 持病の薬

□ お薬手帳のコピー
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